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はじめに
5Gは多くのビジネスチャンスをもたらし、
将来の経済にとって不可欠なものとなり
ます。PwCは、5Gが2025年の世界の年間
GDPに3700億ドル、2030年には1兆4000億
ドル近くを上乗せすると試算しています1。
プライベート5Gネットワークとマルチアク
セスエッジコンピューティングとの組み合
わせがもたらす可能性に、莫大なビジネス
チャンスが眠っています。 
これまでのレポートでは、企業が調査・導入している
デジタルトランスフォーメーションの取り組みの多く
を実現する上で、プライベート5GとMECが果たす重
要な役割について概説してきました。プライベート
5GとMECは、無人搬送車（AGV）やインテリジェン
トビデオ解析など、応答性が高く、レイテンシーが極
めて少ないアプリケーションを数多く実現します。

プライベート5Gへの関心は高まり続けています。ベ
ライゾンのイノベーションラボを訪れたいと言う人が
増え、提案依頼書（RFP）の発行も多くなっていま
す。しかし、多くの企業はまだこのテーマについて研
究し、戦略を練っているところです。 

本レポートは、プライベート5Gの導入の検討を始め
たばかりの企業向けに情報を提供します。本レポート
では、プライベート5Gに利用できる周波数帯域、テ
クノロジーを導入している組織の種類、導入を促進す
る政府の支援について考察しています。また、本レ
ポートでは、企業がプライベート5Gネットワークを
調達し、導入する際に直面するいくつかの課題につ
いても考察しています。 
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5G︓もはや新しくない規格
5Gは新しいものではありません。オースト
ラリア、英国、米国、ザンビアなど、世界各
地でパブリック5Gネットワークが利用可能
になっています。アナリストによると、5G
ネットワークの導入は、前世代よりもはるか
に速いペースで進んでいるとのことです。
オーストラリア、日本、米国など、多くの国で2025
年までに5G接続がモバイル接続の大半を占めるよう
になると予想されています。個人ユーザーやビジネス
ユーザーが利用するパブリック5Gサービスの利用が
拡大することで、このテクノロジーの能力に関する不
確実性が払拭され、プライベート5Gサービスの受け
入れが促進されることでしょう。

全モバイル接続に占める5G接続の割合
（2025年予想）
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図1: 全モバイル接続に占める5G接続の割合。 
出典︓GSMA2

パブリック5Gの導入に影響を与える要因はたくさん
あります。全国規模の5Gネットワークを構築するに
は、新しいマスト（電波塔）、機器やバックホール接
続の増設が必要になる場合があります。この物理的な
インフラの追加にかかる時間だけでなく、新設の場所
からの合意が必要です。誰もが近所に5Gマストの設
置を歓迎するわけではないからです。既存の4G施設
を活用する場合でも、5Gの最大性能を引きだすのに
必要な機器のために、数立方メートル、数百キログラ
ムもの物理的スペースが必要になることがあります。

83
世界初の5Gネットワークは2019年に運用が開始さ
れ、現在、83か国にまたがる209以上の事業者によっ
て提供されています。

Deloitte3
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パブリックから 
プライベートへ
プライベート5Gの導入も加速しています。2020年
に、英国でプライベート5Gネットワークの免許申請
が認可されたのは5件未満でしたが、2022年末には約
60件に増えています。同時期に、ドイツでは申請件
数が78件から200件以上に増加しました。 

これは、LTEで構築されたネットワークや特殊なLow 
Power Wireless Area Networks（LPWAN）を含む、
幅広い傾向の一部です。Analysys Masonは、2021年
から2026年にかけてのプライベート5Gネットワー
クの年間平均成長率（CAGR）を65％と予測してお
り、1,900のアクティブネットワークが39,000に増
加すると予測しています。

また、右のグラフが示すように、プライベート5G
ネットワークのシェアは急速に広がり、2021年には
4分の1強（26％）、2026年には3分の2（66％）に
なると予測されています。

現在、プライベート5Gネットワークの数はまだ少な
いように見えますが、免許を申請している企業のリス
トには、大手メーカーから一流のヘルスケアプロバイ
ダーまで、多くの有名企業が名を連ねています。もは
や先発した企業の話だけではなく、すでにこうした
企業が動いているのです。

業界を越えた関心
データ分析のリーディングカンパニーである
GlobalDataによると、2022年半ばの時点で、製造
業が5Gおよびプライベートネットワークの導入の
ほぼ3分の1を占めています4。 現時点では製造業が
抜きん出ていますが、その理由の1つは、数十年前
からプライベートネットワークを運用し、機器の状
態や製造工程などに関するデータをほぼリアルタイ
ムで収集してきたことにあります。SCADA（監視
制御・データ収集）のようなテクノロジーは数十年
の歴史があり、多くの製造メーカーがデータの活
用方法を熟知しています。

タイプ別のプライベートセルラー 
ネットワーク
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図2: Analysys MasonとGSAのデータに基づく

プライベートセルラーネットワークを 
導入している組織の数（業種別）
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図3: プライベートモバイルネットワークを導入している組
織の数（業種別）。出典︓GSA5
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「効率的な製造業の次の進化をリードす
るスマートファクトリーは、その導入
が急速に進んでいます。2025年以降に
建設される工場には、いずれも高度な自
動化をサポートするためにセキュアな広
帯域接続が導入されるのは確実と思わ
れます。多くの大手製造メーカーは現
在、既存の工場にプライベート4Gおよ
び5Gを導入しています。」

GlobalData社、Principal Technology 
Analyst、John Marcus氏6 

プライベートワイヤレスネットワークの導入を開始し
たのは製造業が最も多いものの、関心を示しているの
は製造業だけではありません。本レポートの後半で国
別の状況を紹介しているように（プライベート5G︓
世界の各地域の状況を参照）、プライベートワイヤ
レスネットワークはさまざまな業界で利用されてい
ます。その理由は、ユースケースが非常に多様であ
り、増加し続けているためです。

教育や鉱業など、さまざまな業界の企業が、プライ
ベート5Gの免許を申請し、概念実証を行い、本番ア
プリケーションを展開しています。

ABP社、ベライゾンのプライ
ベート5Gネットワークでデジ
タル化
Associated British Ports（ABP）社が管理するサウ
サンプトン港は、英国で最も輸出入の多い貿易港の
1つです。毎年、数百万個のコンテナや車両が扱わ
れています。多くのメーカーと同じく、この港もま
た、多くの潜在的な危険をはらんだ大規模で複雑
な環境を有しています。 

このような環境をつなぐのは簡単ではありませ
ん。726エーカーの敷地に電波状態の悪い場所が点
在し、生産性を妨げていました。これが、効率と
安全性を向上させる新しいテクノロジーの導入の
ネックとなっていたのです。

ベライゾンのプライベート5Gの概念実証（PoC）
は、長年の接続性の問題を解決し、生産性を直ちに向
上させることにつながりました。新しいネットワー
クが導入されて以来、ABP社は将来的な競争力強化
につながるエキサイティングな新しいソリューション
のテストを開始しました。

プライベート5Gによって、ABP社のエンタープライ
ズインテリジェンスがどのように実現されているの
か、（ビデオケーススタディ）をご覧ください。
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プライベート5G︓導入 
導入のペースを決める要因

プライベート5Gでは、パブリックネットワーク
のような導入の問題に直面することはありませ
ん。自社の地域にモバイルネットワーク事業者
（MNO）の5Gインフラがなくても、企業はプラ
イベート5G環境を構築できます。遠隔地では時間
がかかるかもしれません。

しかし、プライベート5Gの普及を促進、あるいは、
制限する4つの重要な要因があります。

5G
プライベート
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周波数帯域の利用可能性
企業がプライベート5Gを導入できる場所は、各国
がこの目的のために周波数帯域の利用を可能にする
までのスピードによって制限されます *。政府が公
共サービスのための計画を立てることと、民間サー
ビスのための計画を立てることには明らかに相関
関係があるものの、プライベート5Gをサポートす
るためのコミットメントは大きく異なります。20
か国以上がすでにプライベート5G用の周波数帯域
を利用可能にしていますが、多くはまだ政府の対応
を待っている状態です。 

大まかに言えば、その周波数帯域を利用可能にしてい
る国は、2つのモデルのうちのいずれか1つ、または
その両方を採用しています。

直接割当（DA）
規制当局によって、プライベートネットワーク用に
特定の周波数帯域を割り当てます。企業は、場所ご
とに免許を申請し、1回限りの管理料を支払う必要
があります。この料金は国によって異なりますが
が、通常はかなり低額です。

事業者主導型（OL）
既存のモバイルネットワーク事業者（MNO）から
周波数帯をリースします。一般的に、これらの国の
MNOは、借主に対して過度な負担を強いることな
く、リーズナブルな価格で周波数帯を提供していま
す。市場が円滑に運営されているため、MNO以外か
らも、MNOからと同様に簡単にプライベート5Gネッ
トワークを借り受けることができます。

*技術的には免許不要の周波数帯でプライベート5Gネットワーク
を運用することは可能ですが、干渉問題を始め多くの課題があ
ります（囲み記事参照）。

プライベートワイヤレスネットワーク
の「プライベート」の定義
プライベート5Gネットワークを共有することは、非
常に理にかなっている状況が多くあります。プライ
ベートであることに変わりはありませんが、1つの
企業だけのものではありません。例としては、以下
のようなものがあります。

• 共有施設
サイエンスパークキャンパスなど、共有ワーキ
ングスペースの所有者は、プライベート5Gネッ
トワークを構築して、その一部の容量をテナント
に貸し出すことができます。これにより、施設内
の各企業は、建物やその周辺にいる従業員や他の
ユーザーにサービスを提供することができます。
ネットワークの構築と管理のコストを折半できる
ため、魅力的な提案となります。

• 協業
ビジネスにパートナーシップは欠かせません。た
とえば、港湾施設を円滑に運営するには、港湾の
所有者・運営者、船舶運航者、船会社、物流会社
など、多くの関係者が協力し合う必要がありま
す。プライベート5Gネットワークがあれば、これ
らの企業がそれぞれ独自のアプリを実行したり、
共有システムにアクセスしたりするための接続性
を高めることができます。これにより、効率と安
全性の向上を図ることができます。 

ベライゾンが受け取った提案依頼書の中には、ネット
ワークを提供する会社が独立したエージェントとし
て、テナントからの申し込みやリースの管理を行うこ
とを明示的に要求しているものもあります。

プライベート5Gは、2年後、5年後のこ
とだけを考えたものではありません。新
しいテクノロジーやソリューションをテ
ストする概念実証のためにプライベー
ト5Gネットワークを構築している企業
もありますが、多くの企業はすでに本
番のシステムで使用しています。プラ
イベート5Gは、工場、港湾、病院など
の複雑な環境における接続性の問題を
解決することができます。
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デバイスの利用可能性
5G対応端末の数
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図4: 5G対応デバイスの数。出典︓GSA7

5Gの導入が進むことで、デバイスのエコシステ
ムが急成長しています。G S Aによると、現在、
200以上のメーカーから1,700以上の5G対応デバイ
スが提供されています。 

半数強の900台がスマートフォンとタブレットです
が、フォームファクターの数は合計で25以上ありま
す。これらの多くは産業用アプリケーションを対象と
しています。4G対応のモジュールやデバイスもまだ
まだありますが、メーカー各社は10年以上かけて開
発してきており、その差は縮まりつつあります。

フォームファクター別の5Gデバイス

図5: フォームファクター別5G対応デバイス。GSAデータ8

適切な5G対応デバイスが入手できない場合でも、そ
れが障害になることはありません。たとえば、ある港
湾事業者が5G対応の適切なスキャナーを見つけるこ
とができなかったとき、5Gスマートフォンと外部ス
キャナーとを統合して対応することができました。
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専門知識の利用可能性
どのような新しいテクノロジーでも、関連するスキ
ルを利用できるかどうかが課題になります。プライ
ベート5GやMECを中心としたソリューションを構
築する場合、さまざまな新しいテクノロジーを伴
うことが多いため、専門知識の獲得と維持の難し
さはしばしば増加します。

たとえば、インテリジェントビデオ解析を使用して品
質管理アプリケーションを運用するためには、次のよ
うなことが必要になります。

ネットワーク
• 無線周波数（RF）の調査
• プライベート5Gネットワークの設計と導入（非カ
バレッジエリアの回避を含む）

• ネットワークセキュリティポリシーの設計

コンピューティング
• クラウド/エッジコンピューティングの構築と導入
• デバイスの強化と設定

統合
• アプリケーションの統合
• データインジェスト

AL/ML
• 抽出、変換、ロード(ETL)
• モデルのトレーニングおよび開発

プロセスの再設計
• ビジネスプロセスの再設計
• コンプライアンスとガバナンス

マルチアクセスエッジコンピューティング（MEC）

エッジコンピューティングとは、デー
タが収集および使用される場所の近
く（ネットワークのエッジ）でデータ
を処理および保存する、分散型コン
ピューティングの形態です。これにはい
くつかの利点があります。

モバイルエッジコンピューティング
は、MECを5Gネットワークと緊密に
統合し、レイテンシーに敏感なワー
クロードのために、ローカルでの計
算と保存を可能にします。

極めて低いレイテンシーといったプライ
ベート5Gの特徴は、エッジコンピュー
トプラットフォームにアプリケーション
を展開する時に発揮されます。その好例
が、コンピュータービジョンです。IP対
応カメラは、個人用保護具（PPE）を着
用していない人や、あるはずのない場所
にある車両を識別することができます。

特定のタイミングで、何十ものビデ
オストリームの中から 1つのビデオ
ストリームを見ている人に頼ること
は望ましくないでしょう。

高い応答性
データの移動距離を減らすことで、待ち時間を
短縮し、応答性を高めることができます。

事業継続性の向上
ローカルや地域の施設での処理を可能にす
ることで、プライマリの施設への通信が
遮断された場合でも、施設を継続的に稼
働させることができます。

セキュリティの向上
データをオンサイトで管理することで、 
セキュリティが向上し、データ主権の問題を 
回避できます。

コスト削減
エッジでデータを前処理することで、クラウド
に送信するデータ量を削減し、接続コストを
削減することができます。
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政府の戦略
政府ができることは、単に周波数帯域を提供すること
だけではありません。国からの支援と奨励によって、
5Gへの関心が飛躍的に高まるのを目の当たりにして
きました。支援の形態として、補助金の提供、テクノ
ロジーについて企業に知らせるコミュニケーションプ
ログラムの実施、イノベーションを推進するための専
門機関の設立などがあります。たとえば、多くのプロ
グラムを実施している英国の団体「Digital Catapult」
や、5Gプロジェクトを開始する企業に対する日本政
府の奨励金や税制優遇措置などが挙げられます。最も
積極的なのはドイツ政府で、過去20年間に「インダ
ストリー4.0」に数十億ドルを投資してきました。

政府は、周波数帯の申請手続きを簡単なものにするこ
とも、難しくすることもできます。Conseil national 
de lʼindustrieは、フランスがプライベート5Gの導入に
遅れをとっていた主な理由として、煩雑な申請手続き
を挙げています。申請プロセスを簡素化し、5Gの普
及に投資して以来、フランスではプライベート5Gの
免許申請件数が大幅に増加しています。 

可視化しましょう
ビジネスプロセスを変革し、エ
キサイティングで新しい顧客
体験を生み出すためにプライ
ベート5Gを活用する方法につ
いて、ユースケースビジュアラ
イザーをお試しください。

ユースケースを見る 〉
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プライベート5G︓ 
世界各地域の状況

各国の状況については、 
赤丸をクリックしてください。
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アジア太平洋地域
アジア太平洋地域の国々は、しばしば最新のモバイ
ルテクノロジー導入の最前線に立ってきました。
最初の3Gネットワークは日本で開始され、4Gの需
要はアジア太平洋地域から生まれた消費者向けア
プリが牽引し、韓国は商用5Gネットワークを開始
した最初の国の1つです。

アジア太平洋地域は、いくつかの政府による積極的な
アプローチもあり、プライベート5Gに関して最も活
発な地域の1つとなっています。 

しかし、プライベート5Gネットワークの免許の供与
を推進している国々では、運用はほとんど統一性を
欠いています。たとえば、インドでは免許は10年間
有効ですが、オーストラリアとシンガポールではわ
ずか5年間しかありません。免許の期限が重要な点で
あるかどうかは疑問です。免許取得の料金が低額で
あることを考えると、免許の期限が短いことが企業
の概念実証（PoC）の構築やテクノロジー導入の妨げ
にはなりづらいでしょう。

オーストラリア
オーストラリアでは、企業によるプライベート5Gへ
の関心が高ものの、周波数帯域の利用可能性に関連
した大きな制約があります。良い点は、Australian 
Communications and Media Authority（ACMA）
が、ネットワーク事業者や企業との協議を含め、
企業利用のための周波数利用を促進するために取
り組んでいることです。 

国内のどこでも、プライベート5Gネットワークを構
築するために、n258帯のミリ波（mmWave）周波数
が利用できるようになりました。ACMAは、これに加
えて、他のユースケースをサポートし、デバイスの
互換性を高めるために、ミッドバンド周波数（3.4～
4.0GHz）を解放することを目指しています。 

ミッドバンド周波数帯の解放は、2023年第2四半期に
オーストラリアの遠隔地から始まり、2024年第1四半
期に大都市および各地域に到達すると予想されていま
す。それまでは、民間企業は試験やテストのために短
期の認可を取得することができます。

一時的な認可の種類

期間 許可される用途

科学研究ための
免許

通常、 
1年間

ライセンシーが新しい
テクノロジーや製品
を研究、指導、実演、
試用することを許可する。

試用証明書 最長 
6ヶ月間

実現可能性を試験するため
の新しいネットワークや
サービスのテストを許可す
る。事実上、一時的なキャ
リアのライセンスとなる。

日本
2020年2月、富士通は関東総合通信局から日本初のプ
ライベート5G無線免許を取得したことを発表しまし
た。これにより日本は、プライベート5Gのために特
別に周波数帯の利用を可能にした最初の国の1つとな
りました。日本は、他の国に比べてプライベート5G
に関するより正式な規制の枠組みを持つ、地域のリー
ダーであり続けています。たとえば、企業は試験運用
を行うにも無線免許が必要です。これは、ネットワー
クの干渉問題を緩和するためです。

シンガポール
シンガポールでは5Gが広く利用可能で、国土の3分の
2以上がカバーされています。2025年には国全体がカ
バーされると予想されています。このような進展にも
かかわらず、企業がプライベートネットワークを構築
するための周波数が割り当てられていません。しか
し、現地のMNOから電波を借りて、擬似的なプライ
ベートネットワークを構築することは可能です。

日本とは異なり、シンガポールやインドなどの国で
は、事業者主導でプライベート5Gネットワークを導
入するアプローチをとっています。プライベートネッ
トワーク用に周波数を割り当てる代わりに、企業は
MNOと協力することが期待されています。その他の
国々は、まだ選択肢を検討中です。

韓国
韓国は当初、事業者主導のアプローチを採用
していましたが、現在は周波数帯の直接確
保も視野に入れています。

韓国政府は、同国のプライベート5Gエコシステムを
加速させるため、非通信事業者が4.7GHzと28GHzの
周波数を使用して5Gネットワークを構築・運用する
ことを認めると発表しています。
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欧州地域
欧州は、インダストリー4.0に注力していることもあ
り、プライベート5Gネットワークにおいて早くから
リードしていました。特にドイツでは、その傾向が
顕著でした。GlobalDataによると、2022年半ばの時
点で、欧州は世界全体の56%を占めています9。ただ
し、このリードは、他の地域での5Gの関心が高まる
につれ、急速に縮小する可能性があります。

一般に、欧州の各国では周波数帯をサブライセンス
する権利は認められていません。企業は、規制当局
から直接周波数帯を取得するか、周波数帯を取得せ
ずにネットワークを運用する必要があります。例
外はいくつかあります。デンマークやチェコ共和
国などでは、事業者は、公平かつ合理的な条件の
もとで一定量の周波数を民間団体に提供すること
が義務付けられています。

フランス
スタートは遅かったものの、フランス政府は5Gの
推進に積極的になってきており、それに伴い、各企
業からの関心も高まってきています。プライベート
5G周波数帯免許の費用は、通常。非常に低額です
が、フランスが初めて周波数帯を公開した際には、
免許の料金が約7万ユーロに設定されました。しか
し、Conseil national de l'industrieが行った「Mission 
5G industrielle」という調査によって、この重要な
テクノロジーに後れを取らないことが重要である
と認識され、1,000ユーロ程度に引き下げられまし
た。すぐに免許の申請数が急増し、2022年10月だ
けで13件の免許が交付されました10。また、免許交
付までの期間（最大6カ月）を短縮する必要がある
ことも理解されています。

フランス政府は、企業による5Gおよび関連テクノロ
ジーの導入を促進するための投資も開始しています。
これには、欧州連合（EU）や他の国の下でのいくつ
かの共同プロジェクトが含まれています。 

ドイツ
ドイツは、インダストリー4.0をいち早く提唱し、現
在も産業基盤の継続的な近代化の推進力となってい
ます。同国は、プライベート5Gのために周波数を利
用できるようにした最初の国の1つです。ドイツの
規制当局は、迅速かつ簡単な申請手続きによって、
3.7GHz～3.8GHzの間の100MHzの周波数帯を企業が
直接利用できるようにしました。

製造業、特に自動車産業に依然として重点が置かれて
いますが、政府は他の産業にもプライベート5Gのよ
うなテクノロジーを導入するよう促しています。他
の多くの国と同様に、運輸業から高い関心を集めて
います。ドイツは医療技術のリーダーでもあり、こ
の分野でもプライベート5Gの可能性を積極的に探っ
ています。政府は、手術室やその他の臨床環境での
プライベート5Gの利用を検討する複数のプロジェ
クトを支援しています。 

また、政府はEUや近隣諸国と協力し、企業や公共部
門にプライベート5Gの導入を促しています。これに
は、「プライベートネットワークのための欧州のエコ
システムを強化する革新的なソリューションを提供
する」ことを目標に、フランス政府と共同で1770万
ユーロを投じた4つの探索的なプライベートプロジェ
クトへの投資が含まれています。11

このような支援により、ドイツでは他の欧州諸国を合
わせたよりも多くの導入が進んでいます。

英国
英国政府は、プライベート5Gの推進に積極的な関心
を寄せており、以下のようなプログラムを通じて、
5Gの開発に多額の資金を割り当てています。
• UK5G Innovation Network
このグループは、5Gテクノロジーの研究、コラボ
レーション、商業的応用を促進しています。

• Testbeds and Trials Programme
このプログラムは、様々な業界における5Gのユー
スケースおよびアプリケーションの新規開発をサ
ポートします。これにより、企業、研究者、公共
部門の組織は、現実の環境で5Gソリューションを
テストし開発することができます。

• Industrial 5G Accelerator
業界の関係者とのこのパートナーシップ
は、製造、物流、医療などの主要な業界に
おけるプライベート 5 Gネットワークの開発
と導入を推進しています。

英国政府は規制機関と緊密に連携し、周波数帯
の割り当てや免許に関する政策など、パブリッ
ク5Gおよびプライベート5Gの両方の導入に有利
な環境を整備しています。
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南北アメリカ地域
米国
米国では、製造業、物流、医療などの業界が潜
在的な利点を認識し、プライベート5Gの導入が
徐々に加速しています。 

Cバンド
5Gのミッドバンド周波数帯域の一部であるCバンド
の使用は、米国でパブリックおよびプライベートの
5Gサービスを展開する上で鍵となります。Cバンド
とは、3～6GHzの周波数帯を指します。実際のとこ
ろ、この周波数は一般に旧来の衛星テレビサービス
の廃止によって解放された3.7～3.98GHz帯を指しま
す。Cバンドはミッドバンドの一部であり、カバレッ
ジとパフォーマンスの両方に優れています。

米国の Citizens Broadband Radio Service（CBRS）
CBRSは、米国の4G LTEおよび5Gセルラーテクノロ
ジーに基づくワイヤレスネットワーク用に確保された
3.5GHz～3.7GHz帯の周波数を指します。比較的安価
でCBRS周波数の使用許諾を得ることができます。し
かし、干渉の問題が発生する恐れがあります。 

C B R Sバンドは、以下の 3つの階層に分かれ
ており、各階層はその上部階層からの干渉を
受ける可能性があります。

• Incumbents
政府機関、海軍の船舶、固定衛星局向けに 
予約されている帯域

• Priority Access Licence（PAL）
オークションを通じて免許の取得が可能

• General Availability Access（GAA）
GAAユーザーは、上の階層の帯域や他のGAA 
ユーザーからの干渉から保護されないことを 
理解のうえで利用

5Gバンドとその特徴

1 GHz 6 GHz 24 GHz 48 GHz

ハイバンド(mmWave)ミッドバンドロー
バンド

6 mi未満20 mi

超低低

高中程度

5Gスペクトラム

カバレッジ

レイテンシー

容量

南北アメリカの他の国
カナダは、米国に後れをとっているものの 5 Gと 
プライベート5Gの導入が加速しています。他国と 
同様に、最も大きな進展を見せている業界は、 
運輸業と鉱業です。

2022年後半、Nestléはメキシコでプライベート5Gネッ
トワークを展開することを発表しましたが、これは同
社およびラテンアメリカでは初めてのことです12。これ
は、Nestléがチリのサンティアゴにラテンアメリカの研
究開発センターを開設したのと同時期です。  
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ベライゾンを
選択する理由
ベライゾンには、各種業界について幅広い
知識を有しており、それぞれの業界に特化
したエキスパートがいます。その業界の
ニーズと企業が使用するプロセス、コスト
モデル、KPIを理解しています。そのため、
リスクを回避し、変革を加速させ、最良の
結果を得るための方法について、最適な提
案を行うことができます。

アイデア発想

開発

管理

導入

クリックすると詳細が表示されます。
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アイデア発想

多くの企業が、変化する顧客の期待に応えるために何
ができるかを自問しています。どの業種でも、消費者
であれ企業であれ、顧客はますますパーソナライゼー
ションに期待するようになっています。 

革新的な新しいカスタマーエクスペリエンスやパーソ
ナライゼーションを実現する上でよく問題となるの
は、何を変えるべきか理解していないことでも、アイ
デアがないことでもありません。多くの企業にとっ
て、限られた設備投資を最大限に活用するために、何
をすべきかの優先順位付けが課題となっています。

ベライゾンのイノベーションセンターとハブは、プラ
イベート5Gのようなテクノロジーによって自社の業
務がどのように変化するかを各企業のビジネスリー
ダーがイメージできるように支援する重要な役割を
担っています。ベライゾンのセンターを訪れていただ
くと、利用可能なソリューションについてのインサイ
トを得られるだけでなく、ベライゾンのエキスパー
トとお客様の課題について話し合い、アイデアを出
す絶好の機会となります。

5Gのためのインキュベーターの創出
大学、スタートアップ企業、歴史ある企業と提携し、
5Gのコンセプトを共創し、テストしています。

知識の共有
パネルディスカッション、ファイヤーサイドチャッ
ト、エグゼクティブラウンドテーブルを開催し、
パートナー、顧客、学識者とともに専門知識を
共有し、学習しています。

優秀な人材の育成
Concept Studioと呼ばれる新入社員のインキュベー
ターを通じて、有望なイノベーターを指導していま
す。チームは6か月の滞在期間中に現実世界の課題に
取り組み、5Gプロトタイプの作成に集中します。

選択肢とするプロバイダーへの 
質問例︓

• 当社のアイデア創出と継続的なイノ
ベーションを促進するために提供でき
る専門知識を概説してください。

• 当社のビジネスリーダーが実際
にプライベート 5 G を体験でき
るよう、提供可能な施設につい
て説明してください。

• 貴社がお持ちの業界固有のイノベー
ション施設やパートナーシップをリス
トアップしてください。
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エグゼクティブ
ブリーフィングプログラム
このプログラムでは、ベライゾンのエグゼク
ティブ、業界リーダー、テーマ別の専門家
に1対1でアクセスし、ビジネスを変革する
ための想像力に満ちた方法を見つけるお手伝
いをします。ベライゾンのエグゼクティブブ
リーフィングセンターは、コラボレーション
のために設置された場所で、訪問内容はお客
様の個々のニーズに合わせてカスタマイズさ
れます。目標を確認し、アイデアを交換し、
新しい戦略を検討し、可能性を追求するため
に、ぜひご利用ください。

詳細を見る〉



開発

「何かを成し遂げるには、多くの人々の協力が必要
だ」と言うことわざにあるように、デジタルトランス
フォーメーションソリューションの多くは、複数の企
業の製品、サービス、専門知識が必要になります。多
数のパートナーを選択し管理することは困難であり、
プロジェクトにリスクが生じる可能性があります。 

ベライゾンは、半導体メーカーからセキュリティベン
ダーまで、さまざまなパートナーとパートナーシップ
を結んでいます。また、世界有数のソフトウェア開発
会社、コンサルタント会社、クラウドプロバイダーと
も連携しています。ベライゾンは、お客様がプロジェ
クトで追加が必要になる多くの製品やサービスを提供
するために、過去に一緒に仕事をしたことがあり、そ
の人材とサービスを信頼しているパートナーを推薦す
ることができます。しかし、ベンダーやテクノロジー
にとらわれることもありません。もし、お客様が既存
のパートナーを使い続けたい、あるいは他のベンダー
のテクノロジーを使いたいとお考えであれば、喜んで
協力させていただきます。お客様が目標を達成できる
ようお手伝いすることが、私たちの目標です。

デジタルトランストランスフォーメーションにおけ
るグローバルリーダーとして、ベライゾンは膨大な
実践経験を蓄積してきました。大規模なプロジェク
トにありがちな落とし穴を回避できるように、企業
を支援することができます。専門知識だけでなく、
監査やソリューションの指定、テストから導入に至
るまで、プロジェクトを形成し管理する方法論も十
分に検証されています。 

重要なシステム、顧客データ、知的財産を保護するた
めには、すべての変革プログラムに当初からセキュリ
ティを組み込むことが重要です。プライベート5Gの
プロジェクトでは、新しいアーキテクチャ、ゼロトラ
スト、デバイスのセグメント化、セキュリティ機能の
仮想化などが必要になる可能性があります。 

他社で、モバイルネットワークとプライベートネット
ワークのセキュリティを確保してきたベライゾンの
経験に近いことを主張できる企業はほとんどありま
せん。ネットワークにセキュリティを設計・構築す
るだけでなく、企業のリスク軽減を支援するさまざ
まな補完的ソリューションを提供しています。エンド
ポイントセキュリティ検出サービスを通じて、デバ
イスを監視し、侵害があった場合にお客様に警告を出
せるように支援します。このセキュリティアーキテ
クチャは、プライベートネットワークやクラウドと
統合することができます。

また、設計プロセスの一環として、コンプライアンス
への影響も考慮する必要があります。ベライゾンは、
EUのGeneral Data Protection Regulation（GDPR）、
Health Information Portability and Accountability Act
（HIPAA）、Payment Card Industry Data Security 
Standard（PCI DSS）など、主要な法律や業界規制
について長い経験を持っています。私たちは、お客様
が変革プロジェクトで起こりうる影響を理解し、デー
タ、システム、評判を保護するための堅牢で柔軟な管
理体制を構築するお手伝いをします。

選択肢とするプロバイダーへの 
質問例︓

• 貴社のパートナーエコシステムと、そ
れが当社のプロジェクトを成功に導
くためにどのように役立つかについ
て説明してください。

• 国内の通信規制機関とのやりとりの経
験を説明してください。

• ワイヤレスアクセスネットワーク
の設計と構築に関する経験につい
て説明してください。

• セルラーネットワークのセキュリティ 
確保に関する専門知識を説明して 
ください。
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導入

従来、Wi-Fiは屋内の小規模な環境でのみ利用されて
いました。現在、Wi-Fiは広域で使用されています
が、その課題はまったく異なります。セルラーネット
ワークの構築に精通しているMNOは、プライベート
5Gネットワークの設計と導入に関して、他社よりも
優位に立つことができます。

ベライゾンは世界最大級のセルラーネットワークを
運営しています。過去20年以上にわたり、密集した
都市から広大な平野まで、さまざまな環境でサービ
スを展開してきました。港湾や製造現場のような複
雑な環境をカバーするネットワークの構築は、他の
企業では難しいかもしれませんが、私たちにとって
は日常的なことなのです。

また、ベライゾンは世界各地の規制機関とつながりを
持っています。このような関係から、周波数帯域の申
請手続きを支援することができます。この分野での経
験は、複数の地域にまたがるソリューションを開発す
る際に特に威力を発揮します。

選択肢とするプロバイダーへの 
質問例︓

• プライベート5Gネットワークを展開 
できる地域をリストアップして 
ください。

• 免許取得の手続きをどのように支援で
きるかを説明してください。

• 本格的なプライベートセルラーネット
ワークを展開した経験について説明 
してください。

• 提供可能なソリューションコンポーネ
ントの概要を説明してください。

干渉問題
Wi-Fiは免許不要の周波数帯で動作する
ため、自由に利用可能です。プライベー
ト5Gも免許不要の周波数帯で運用でき
ますが、ほとんどの企業は免許を受けた
周波数帯域を選択します。これにより、
2つの主要な干渉問題を回避できます。

他のユーザー
デバイスの数が増えるにつれて、干渉
や競合の可能性が高まります。この
ような事態が発生すると、データパ
ケットが失われ、送信する必要性が生
じます。突然、リアルタイムアプリ
ケーションがリアルタイムでなくな
り、ビデオフィードにラグが生じ、生
産性に影響を及ぼします。

動作不良デバイス
チップセットが破損した携帯電話や、規
格に準拠していないWi-Fiを使用した安
価なガジェットは、干渉を引き起こし、
ビジネスの中核機能に影響を及ぼす可能
性があります。その結果、生産ライン全
体が中断することにもなりかねません。

免許を受けた周波数帯を使用し、誰もが
ルールの範囲内で作業していれば、干渉
が問題になることはまずありません。近
隣のネットワークからの干渉があった場
合、規制機関は通常、当事者どうしで解
決する必要があるとしています。規制機
関が介入するのは、当事者間で問題を解
決できない場合だけです。

ベライゾンが差別化を図れるの
は、ソリューションの完全性で
す。私たちはM E C、接続性、
デジタルソリューション、セ
キュリティのフルスタックを
提供することができます。
Scott Lawrence 
Senior Vice President—Global Solutions
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管理

ネットワークのパフォーマンス、信頼性、セキュリ
ティを維持するためには、効果的な管理が重要です。
企業のプライベート5Gネットワークを管理するに
は、以下のことに取り組む必要があります。
• モニタリングとメンテナンス
ネットワークのパフォーマンス、セキュリティ、
信頼性を継続的に監視し、問題が発生した場合は
それに対処します。これには、機器やソフトウェ
アを常にアップデートし、メンテナンスを十分に
行なうことも含まれます。

• セキュリティ管理
サイバー脅威や不正アクセスからネットワークを
保護するために、強固なセキュリティ対策を実施
し、保守を行ないます。これには、ネットワーク
のセグメンテーション、暗号化、侵入検知・防
御システムの管理、定期的なセキュリティ監査
の実施などが含まれます。

• 周波数帯の管理
プライベート5Gネットワークに割り当てられた
無線周波数帯域の効率的な使用を確保し、必要に
応じて規制機関と調整し、他の無線システムとの
干渉可能性を緩和します。

• インシデント対応と災害復旧
セキュリティ侵害、機器の故障、自然災害などの
ネットワークインシデントに対応するためのプロ
セスと手順を確立し、ダウンタイムと業務への影
響を軽減するための迅速な復旧を確保します。

• キャパシティの計画と拡張
組織の変化するニーズを評価し、機器のアップ
グレード、カバレッジの拡大、必要に応じて追
加リソースを割り当てるなど、将来のネット
ワーク拡張を計画します。

ベライゾンは、世界最大級のセルラーネットワーク
と、米国で最も信頼性の高い5Gネットワークを運用
しています13。このため、セキュリティとパフォー
マンスを維持するための課題、およびその課題に対
処する方法について、多大な洞察を有しています。
しかし、ベライゾンの専門知識は、プライベート
5Gだけにとどまりません。
• 多くのグローバル企業で大規模な変革プロジェク
トを実施しており、その課題を理解し、お客様の
プロジェクトのリスク軽減を支援します。

• 4,500を超える企業や組織のグローバルWANを管理
し、システムの統合だけでなく、24時間365日体制
で管理する豊富な経験を有しています。

• 年間600億件以上のセキュリティイベントを処理
しており、この膨大なデータを分析することで、
未知の新たな脅威について多大なインサイトを
得ることができます。

• 50万台以上のネットワーク機器やセキュリティ
機器を管理しているため、お客様が抱えている
問題の多くは、既知であり、解決策を知っている
ことがほとんどです。
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次のステップ
未来を待つのではなく、 
構築を今すぐ開始する
混乱が生じたとき、立ち止まっていることは選択肢
には決してなりません。チャンスをつかめない企業
は、利益幅が狭まり、市場シェアの大きな圧力にさ
らされ、優秀な人材を採用して保持する能力が低
下する可能性があります。

プライベート5Gは、ビジネスにおける変革の未来
を後押しします。超高速のプライベートワイヤレ
ス接続と高帯域幅により、ほぼリアルタイムの低
レイテンシー接続を提供し、効率、イノベーショ
ン、セキュリティの向上により、企業の働き方を変
革することができます。 

ベライゾンを選択することで、信頼できるパート
ナーと拡張性の高いソリューションプラットフォー
ムを手に入れることができます。また、お客様のプ
ロジェクトが成長するにつれ、ベライゾンはさらに
お客様のインフラの拡張と開発を支援することが
できるようになります。 

ベライゾンのプライベートワイヤレスネット
ワークソリューションなら、小さく始め、大き
く考えることができます。

さらに詳しく
プライベート5Gについて話そう
自分たちの言葉で︓6人のエキスパートがプライベー
ト5Gに関する質問に答えます。

5Gの導入への道筋
プライベート5Gとエッジコンピューティングによっ
てビジネスの成長を促進する方法と、それを実現する
方法について説明します。 

導入事例の紹介
ABP社による未来の港の構築
プライベート5Gネットワークは、英国最大の港湾の
1つの運営会社が可視性と顧客サービスを向上させ
るのに役立っています。 

プライベート5Gユースケースビジュアライザー
カスタマーエクスペリエンスやビジネスインテリジェ
ンスから自律型マシンまで、5Gによって業界全体の
運営体制がどのように変わるかご覧ください。

つながろう
お問い合わせ

ミーティング/ワークショップの開催
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